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邸の難に向脈あ1、理論的枠組みを灘ずる旗凱
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は1935年アヌ｝り・カで実施された結果であるが1、こ、れをみ
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江　聴性行動反応検奪による発達と閾値φ変化

象々は心理学的アプ自：幽ヂによる聴覚検査を行なう立

場か嘱・児の聴覚刺激に対するダー 行動又は反応でド聴覚

の閾値を評価する方法を採るポ、この方法には，児の年齢

にそった敬種の検奄法があり， 又閾値も年齢によづて変

化がみられる。第2図は，（121） に紹介されている検査

法とその閾値の変化である。．

．ゴ・琴鍬場秒らは・上壱轍ず黛鱗鱒準雁

勲っ癬 しくみてヤ）く興朔5，。

　第2図　聴性行動反応検査による発達と閾値の変化
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　新生児期から乳児の前期までの対象児に行なう方法

で，聴覚刺漂と し《新生児には， ネオメー久一や新生児

スクリ』一昌ゾグ用発信盟などを用い るδ音源ぼ500，』

100ql｝
r3000

HπのWa＝bletOneで，・1音庄は∫901dB1前

後のもの葱ある』（101）σ　〔ただし騒音量で修正しだもの

である（369）〕！検査……iは，　騒音50赤ンく以†が望ましい

（369）ポ刺激の塁示方法は，　1呈示時間4秒ぐらいで第

る。 これは，短時間め中断刺激より，「ある畏さ、の連続刺
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激の方が効果があるという研究報告（157）などに基づい　　を与える，◎複雑な視覚刺激としてオモチャを与える，

ていう。最初の呈示で反応が疑預し藤揚春ば二再度皇示惑びあ褒懇類｝鐙藤働詞痴癌盤行動の強化物として，

して確認をとるが，この2度目までの時間はなるべく短

い方がよい（156）。又Dorman，M．E（19）等の研究で

は，人声刺激に対して2度目からは反応が初回の36％→

41％→22％へと減少し， habi且itatbnを起こす凄も明ら

かにされズおり，あ まり呈示回数乞条くする畜嫉望iま，し

くなさそ灸である壷、このよiう1々呈示i畏手続きでチ対象児

の耽5㌣チ燦トル礁の距灘騨瀬奪融選
めである（369）。
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れた蒸ピ→カ 摂より刺激を呈示する方法漢あるよ聴覚刺
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る音を用いデ音涯王は60～響OdbになるtよCう＝｝言周節しなカ1ら

録音した ものを呈示する（101％⊃こ嫁）方法の場合Moope，
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裂で1まな恥が，：1｛音に反応カミ条件づけ られる事には、まおが

いない（101九この様に視覚刺激を強化物と して使！う：やり

方は｝’：後麿の尋る遊戯聴覚検査こも：同1じであるが， Moorら

」，IM」）等の研究成果 ．（169）） （170）から～その蓋礎的な考

えを得る蔦ξが出来盗。r（169〉の研究は， 』被験児に12蛋

18ヵ月児を使い，・ 『刺激音rをユ回r2秒ぐらい30・回 呈3示、し

乙シ それに続く強化物を，醒）何も与えないσ一（の社会的強

化と竃て， 、言葉かげをする5⑳単純な視覚刺激と・して光
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　一番効果があり，次に単純な視覚刺激で，この2つの強

　化物が他の～つの強化物より有意に効果があったのであ

　る。

　以上のようにして一端条件づけられたら，刺激音の周波

　数や音圧を，ラソダム法又は上昇，下降法などの方法を

　とり，閾値をきめていく。1呈示時間は2秒ぐらいで，
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　呈示で反応が起きれば，・㌃反応が認められたと考える5
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激音をが零て嗣値を渓ううてy）・くず刺漂の呈堺時間や次煮

ρ間隔などは鴻ρ即頬旗，姻ぎ同り と蘇てよ

1さそうである。、．二』べ』 i涯 ・1、
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1どの社会音を用いる癖が明らかになφ。なぴそこでこ・こぞ

1は，ノ’この刺激のぢがいが聴性反応にどの標に影響するが
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　聴覚刺激に対して聴性反応が生，じだがど乃が魁正惹く

判駈出来盗ζ脳とう劃む 検査を貨ラ揚食Q巣須雪拳質で

おる。しかも今回の零象が年少で，遊戯聴覚棟奪の謙タ

藻1霧1犠難i辮馨1
力攣ず縦児に牌は汀乳幼児り騨勲璽リ
雇鞄グテストに関魍研究（エ）撰窒饗灘て賭

鑛羅欝編畿購蕪脅』

繋藻讐雛藩難i警
から、1助月 までみたのがFW孕trous，奥，魚（3Gユ）等の研

究である。この結果をみるとヂまず第6．図の反応㊨部位

では済月齪も働曾ゾ鯉d酵血魑繰呼m　
瓢en重1が多くみられるが，3～5瑚月興；は全然みられ
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なかづた・（a）bOdy st毎tle や（b）eyeblinkがi6：カ月

1以後にはみちれると1いう変化が起ききている乙・又角齢が増

すにづれて反応数が減少しており評3ん5ヵ月の反応数

∫に比べて10ん12力序でほ約％に減少し之レイるづ次に第7
図め反応の様式では， 部位め結果と同ゼよ1うば月齢が増

すにつれ，・反応数が減少してレ～る瑛， ・文3・痘5カ月児に

・は（a〉ce鵠atio血ofresp6nse〔反応の休止〕1や〆（b）

initiatio亭or」・in6r6as61iロ：ac丘i∀ity〔活動の開始や増加〕

乏ヤ、づたものの比重が大きかづたもめ魂1』年上になるに

っれ，　（d）1産stening〔傾聴〕1 （e）se証chibg〔探索〕1な

どが多くなるという事などが明ちかにされていう？
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　以上のような1 』反応の しかたの変化を，㌧発達働こどら

えられないだろ一う一か，もし禿達面でとちえられ売とすれ

、ばダ聴覚闘値と共に友応の面からも発達をみていく略が

出来るめセある6』そこでごの寛方に非常に参考になるみ

　　ローがド前述の反応様式をも乏に1竣まとあられた考1え方であ

るしそれによれば， 反応を＄ づめ段階1ヒわ壷ナ，’第1 段階

か1ら第121 1第3段階比進むセヒ し1たがって， 発達し七 い・る

のだどしているのであるゲすなわち第・1段階は，・反射反

応の段階であり，臭体的にはレてぞロ』」反射♪身体をピ

クジとする，膚をしばたrくジなど〕1そある6・次に第2段

　第1表　新生児の聴性行動（Downs）・

1）まばたき， またはまぶたの動き庶レ・、、．．．

①ど趣剛Σさくて遡脚まば焼
②『まぶたがふるえる一　r　一』1 一

∫

　③まゆげも含めて眼力取縮する」し寮め面

』2）’モー属一反射P・ 』『い㌧㍉’㌧一 墜』酔 マ

濟① 身体全体をぐ6と動かし，・腕と足を内側へひぎ
k、、よ樋・、

②廉足一条勢）鳩陣ψ瀬，』∵、
』3〉鞭 鱒止
　①しばらくでも泣きφむ 心’一

　②”ちよっとの間でも今ま礎め活弗な動きが とまる

　＠ゆるやがに進行し《レメた動きが静まる 固㍑…

・4＞手足の動き1 ㌔　ヒ 1』芸．
な。㌧ r，二、㌔」
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　準）』璽を音¢）寿へ隅かすン、嵐為は紋音塵らそらゑ

鱒⑳まレて≒第 轡癒齢頭働I
』③ 睡眠からの覚醒に頭の動巻が伴．う「ll’窪ゴ㌧ ，マ1 、．、i

’6）顔をしかめる

　　　音に抗議するかのように，突然顔にし6あζ・蕊る

7〉二吸う反応・…
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◎下駐轍醐へ吸い込む　　瞬
騰懲蕪轍が伴憂3§

8≧覚　　　躍て眠ろズy“る状態なら。覚醒じて醸る
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9卿轍r．梅，臓酬軽碑をつめる　一＼幅1、三
②』呼吸勿ズミ遡なバ欝ソを騨働る

10）眼を開‘』；ζ 遥賦？曇認、覧駐董涛トこ1二｛

，①曝を野て嗜状碧咳驚曼開≦，、，，、』
ゆ≒、南 睡購施醜翻く、ひ瓦、，1シマ9二
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階は，初期傾聴反応の段階であり，具体的には，　〔目を

見開く，瞳孔が動く，．まゆげが動く，頭が動く，活動り

開始，活動の停止，など｝である。最後の第3段階は，

傾疎又は音源をρきす め為原応の競隣であg，』具棒的に、

は・　〔傾職』興・1頭・ 身体で探索する， 顔をし拠夢るの

が畏い，活動が長く停止する，など〕である。このよう

に段階をおって反応をみていく事は，興味深い礁ではあ

る。ただ反応をみる時，当然注意すべき事は，被験児が

どのような状態で刺激を受けるかという事である。　「乳

幼児の聴覚能力ズグリ 一ニシグテ象』トてめ∫め所ぞ述べ

たように・漁・睡眠状態 （頭晦献鯨璃噴反応．、、

が判断レやすいのであ拳力玉 橡査時に全部の稼験県がそ

の状態賜るぐ咳遡諮可能に近ヤ㌧の廊吻状魑．．
（例えば1覚醒状態，又はR E血と覚醒あ間など）であ

るかを，きちんととらえる必要がある。

第2章茸問紙 滲

1・ F聴覚肇連質問紙

　（1〉その慧』

獅即麟晦の診脚・策1牽でのべた踏法で1
確められる聴だけで瞬：く ・1 畔生柳離御の発
潭鱗勉蔦類みること燦醜 それ瞬甥期
をすぎるど諌覚刺灘蜘る反応が変！ヒ し㍗；、際轡で

易になるので，聴覚刺激に対する行動特徴，さらにこと

一ぱの発達について問診することによって，ある程度鑑別、

出来得るという理由からである。すなわち，質問紙法も

乳幼騰謝醗喫1撃ざ～1期潭響ノ・
』す浄尊幹す思われう。て

、・

．、

　、、

醗） 現碑即彗膿7r∴ll∫似
…ン6難喩疑づて稗鯵塑弊騨町、じ鏑蘇

．め貯・轡（鋤鰍1・1駐饗赫購碗灘晦こ
つ㌧・て聴覚の発達を追跡し1 ＞それ比もとづし、ゼ発達検査

法の繊獄みてい臥伸獄るも 第晦賭麓．
1うな尺度が得られ，これを6匁屓以前④2多に応用した

結果， 正常であり難聴なしと判定され，～：その後の経過で

も騨を認めてレ塑’・⑫こ 教ク繊、旅麟が乳
幼児の聴覚の発逗を評価するうえで簡使な方濠と1レて応

用できると報告レて硫る6、　　． 11、 　1』見．二冨

　。中村（190）等は，乳幼児の難聴に対する指導や対榮

にづい《ほ行政的な裏づゆが必要であるとのべ，〔1「乳幼児

第2表　各月齢における出現頻度の高い聴性反応最

1力丹未満皐：1肢突然Φ大き窒音にビククとする
（出現率100劣）。2． 突然大きな音がすると眼瞼がギ

癒難羅録、灘£ゑ響突禅
満、1朋児：4撰然の群ピ殉 考し貸足を伸ば
す（60％）φ｛15」1眼うてレくて突然音がすると眼をさます

かまなは泣き出すく53％）。』6』眼が開恥ているとき急

に大きな音がすると眼瞼を閉じる（27％）。17．泣いて
．焼参ときまなは恥野てレ）るよ き声をウ・け蚤煮泣き止む

か，または動作をとめる（60％）。 8．近『くr 声をかけ

るr（またはガラガラを鳴らす） とゆう‘り顔を向ける

鵡とが婦（67髪）9．

②ヵ月児ぎ．9！1眠ら》気》・1ζ急虞鎖ヤ・音がす為とピ身
磐

と手足を動かしたりまぱたきする（87％）る 10．眠っ、て

い《子供の『さわ ぐ声危く．し痴み1時計め膏，・獅除機な

・どり群馳難す（醜）・，零工講し卿壁ア麟
かウーと声を出して喜ぶ・（または二＝畢皇する）　（67

彩）軌・ 』こ候』～1』　、・ ∴▽ 三∵＼

』3カ月早＝12，眠ラ不》・て寒怒音参ず為ξ畢瞼を白ク

ッとさせたり，指を動かすが全身がビクゆ となるご之

騰勉どなy興％）・・き財営オの章』㍗ビのス
イッ氏の音， ママーシャルなどに顔孟また峠目）を向

け稀博麺（44髪）・14・翫た寧や糟しい庶

駿辣鱒こ確そう嫉階し煙ll 1タろ鯵だ
り硬熊た嘘：る怖％）・㍉ r

叫．、．
4ヵ月児 ：路．・日常の“ろいろ．な音（玩県議テレビの

音嘉楽器音，1戸の開閉など） に関心を示す（振・り向く）

⑱β％）。．斗6，．名を呼ぶと砂っくりでは毒る参（まメこは

どヤ煮斗源を向嫉る（64％）。 17・〈の声く特にききな

れた母親の声）r ；振り向．く（64％）6 181 恭意の音やき

．き蟄斡寛珍し暗壱マはら即韓1鱒晒（36
％〉。

5カ月児：19．耳もと廷目覚し時計を近づけるとマチ

コチいう音に振り向く（40％）。20，父母や人の声』i鐸

音された自分の声などよく㎎き分けられる（40％）。

2勾寒然の大毒参音や声にびρ‘り して滋ヂみついた
り泣き出したりする（40％5。　　I ｝1が二箕　1に

鋤朋…22話し紺た鰍を』うた旅やる げつ
頃齢てい碓％）・23漕初・瞳、ξ岬的騨
晃励向 く（15％）。』24；1テレどや拶麹音1磁感

　　　　　　　　　　　　　　　　o　 　　見乱『

に振り向く（46％）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛ヒと， 各月齢め留意軍を第3衷のように示してレ1る8

難聴の発見に焦点をあそ，』毎親をはじあ1適児をとりま・乙撮・ ず星（ケ4〉厩古く壱まは全く音に感じなし：｛と思われゼ

・く人鱒ピ塑騨碗騨轡で正し脚韻恥を
も熊輝騨児解騒見勿糎大き肋ξ聯こ
とを力説 し，．0γ珍ヵ月までの乳児の聴性反応の発達変

贈た新生燐脚嘩灘する斗ξ朔能にな慾
ことを明らかにした（第4表参照）・”同 適l

r　1　　　　　　　 　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　
r一乞
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∫章漂鱈ヂ多ダ亥也妻丁鰻塗姿。，祇桑、k＞蔓意図的に働きかけた場合，．ほぽいっでも反応がか．・；』えらてくる・（無意味にぐり返1じをつづ

げた場合は〔』

腺く）嗣、｛　一　　　　　将i．，哨　　監ζゴゴ
しい

、

一100一



萩原他＝乳幼児の聴覚能力ス1ク：リ即翼＝》グヲ洛 トに関する研究（豆）

r、

7

～

ユα
ぐ チ

．カ

、月

10

一～”

O雨や風の音，1何かがふれあう音轟さざやき声，i飛
　行機等の距離のある音，1rめずら1しい音，ほんのか
　すかな音にも関心を示㌧、樟趣的に反応する！（は
　っていく，手をだす）転 1

．、

』、，

。骸奪舞鰐糞％講羅孫鰐％誌農』，‘

　声をだす5　　　　　　λ1 窃．』卜

Q遠くからよびかけてもきずく。、塁∵r・　（，．

　（自1分η名箪1こ厚醇傍歪タうrに琴う）磐　滑、

♀．薪儀霞詔鱒酋（章勤轡す1

や歌や音楽ばあ秒せ望身体を動湊弟’『リー

窩「〆イ、界 イ」1，fオ4．デ」、、な．ξ㊨竈レかタナに応婁て、

　行動すう。　　1』ギ『、、、、ひ 灯6 　 　l

。音への反応が奥味ある結果を結びづくとぐり返1じ

騨銃齢齢鑑鷲、章霧乞晃
ゾびにその方をくり返し夢うようになう）

1髪』

。簡単壕ととぱ4）理解がほじまるがそれほ状涜によ；

　り左右されるp 」
、；、 r．． 、バい』 …L 』∵ ＿，r g

〆

旨9・：lr． 1　r 欺”　・『、 1　［ r』 二、1ごイ∫一『、瓦瓦．よ

第4表　正常聴力児におげる反応の種類と頻度i

　　　　　 ＼　　　　　　　』 、』

　　｝．一二．　　・iノ

㌧「
＝で一『　　

披棟』 掲』蛋』齢

r　 卜

反　　応　　の呂種　 1類1
18日

5ガ月
6ん

1カ月
12～r

3分舟
』％カ月麓ミ

　1．　眼を動か劣　または章涼の亥豊注目するi

2』振りウ鼻． ま為は体ご≧撫口む忌

3・動作峯や菊争．　　　　　　．、＼

　禽、眠ゑていうζころがらめを巻まず

　5．笑い出す　　　　　　　∴A、

1碑弓泣き出す「∫1・M』　　　　 一・
祉　、

　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　

　7．．驚い礪を騒．』 　）㌧一い

8．声を出す球また毒言葉で応答するで

3ぢ：

16　

　32、『＝

24㌧
51

1　”
2’

r．3㌧　！　1　L

』 』工9’

39，
♪2

鞠r ミ 　！■．曽

1レ
3　3　5－　12マ

18

9
2二1

σ㌦

し

1丁

盤吻　137　52＝169』　96　245

』2361

’∴ 　　　　　二1計∴・・一　　　一 17σ 、尽77二 卜 　＼、λ4 71．1
302・と

　　 一1へ1”ρ』 乙・
∫』 rこ、 冠1ミノ㌧ 1ゴ 』ハ』ゴ『1

そして勘児の騨・言群題勃ぞぎ塑、よ似
1カ月ゆた？∫噸特騨から騨的て騨鯵
を翻して獅却よ・う姻題を示してヤ》る・

1魅購卿駐2磯騨資、嬢、陰音繊嘆
塑穂殖蜷こ騨輝廼レ庵毅て雛燗
縛の離璽轡麹勲よ晒聯奥魁蜘ズ
1男ち煙されがるる㌧継騨（繊噂脚施鱗

題励嫡轍剛勉麟禰値蝉寧すゑ眺
嫉鱗勲翠緊嘩常盤騨、おく挙野頻…
1融灘顧畿・塾纈も麟雛を知1る’ごと嘩
i¢置津療や教育に役立て得るζり尋煮裕ゑg・1．輻1

、純3・）へ田濁中添案 一　ぐ肖 』耗む』1・；〈ご…烈 u、

1曜し㌣田中 （3扮等は，）麟発遠検査法織に疑

1孜江鹸妨灘噸嘩騨評町ぎ罷鳶峨
鯉騨鞍ゆ、レ｛騨瞭玉タカ噸鋒結腿
iり聴掌障害児の言語教育に役立て畜こε6③早期誇断鴫

・駈葬ること・4樋内容が母搬も蘇きる暢
i莇を話趨就碑醗見妙悼期ズク・リ離ング

（騨卿僻鰐の幣鱒㍗騨鱒の堺鵬た卿例数を示す）
　　　　　　　　　　　　　　　　r
・壱ε繕編ξど，』なとを留意し醜あ乳痴しl

lて出生よりユ隼間日常生活における聴準費蝉を鱗しで

蝉遡弊，第7表に歩す脚・力麗り1閥準』

嫡児の聴鱗齢エッ頒目酢成してレ減二
・ま醗鞭贈饗翠弍化鍋ためセ；郷欧示す

鱒嫡雌細を駅鴨』麺に蜂と蓼軸瞬
月飴セあり縦軸は聴覚ゐ発蓮肩飴を示して熔るろすなわ

：ち≡‘聴覚が正常に発達している場合は，＾、この斜線上なヤ）

・しはその脚醐線既って進むことをこ鵬遅れ騨

i翻舗この斜線よ朔方に財れ碗導郡く峡 』

脚こよ蝉魏勘蜘こチゾ，李れ勲に選
終黙柳騨焔轡告していう財、』，
　て4：〉’聴性厚塔質問紙∵

、蝉醐轡均ろいろな醐繋や聯，音楽な
‘ξ癖航解す纏能加・．輝の膿性の勘槻
期の初期から発達を促す必要があるといりれていう。嗜

・こで艇み繋岬究を蹴乳幼糎嘆ηリニ、
』轟グデ灯乱七，聴飯顧間縫擁冠 幾

門瓢訟
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箏隅言語発断間講察即嘩・う
”－ ・，！聯碑顯断茸た

音

音

声

の

受

容

問診　㌧観㌧察・項㌔省・…　発逮
　　　　　　　　　　　　　　月齢、

理r

7二さ♪

ドソヤ

糎r

L大きな音に反応する　　　　　　　　1～2’
2，音のした方へむく近づく，音源をさがす　2

3、人の声がするとそちらをむく　　　　　4

4．レコード，オルガンなどの音をよろこん　4　
　できく

礎霧攣莞騨弊、堅岬や鱒5r
6・母親の声など他人の声をぎぐい1； 　　7
7， 自分で声を出してきく ．　　　　　7
8，生活音の感知（呼認知）　　　　　　　9

　　・家庭の中の音　　　　　・乗　　物　　～

　　。TVのコママシ》など働、一物 12

、g．音楽をきいて身体でりぢ本’をどる 　　12
10・．音肇琴あや矯て踊る lピ『’　iミしぎ弓　　24．

11・ ヤ＝・くつ⑳短ディ、、トを醜褐　互

　　　　　音刺激と動作を結びつける　　　　訓
　　　　　2種のリズムをききわける　　　　練
　　　　　2種の音をききわける
　　　　の　　　　　遡のリズムを継わ嘱
　　　　中　　　　　3種の音をききわける
　　　　で　　　　　人φ声をききわける（2心3人）

　　　　　　【1
　　1ト・呼ぴかけに反応する・　　　　1　　　　9

　　2・勘つでも一rバィパィ」というと離がわ瓦1、
　　 1がって手を振る

　　3，パパ（おとう』さん） をよどこ？1などが電） 、1a、 廓
　　　かる
西　、，4，「7〆、7著」「ブーブー」など2・3語わ12．口

　　　 かり，・・そちらを向いたり指さしたり する　一

　ボ 5．Lズ「ぢょ、う・だ転・」 とい うと くれ るかいやい42〔
　こ、，只：樹鰻・

尺・ 「　　　　　　＿
語　　購霧炉璽、二窒」 酵ぐヤー3零・5
　 …：7、己簡単ないいつげを理解する「ご本も6て、15

　，』泳簸 ？：レ、ザ」劉㌻吃隣げなさい⊥、．、＿

』聴騨鱈聾轡叫き り轡糾些8
　』珍♪身辺の簡単なお話を好んでぎきたが る 21

　i1砿色の名が2っ以上わかる，、．』 ．い
ll

．ぐ11 124

　U㌧ン成ム譲でぎ恥でもユg位1わヵ》る ”　評　 1・’

壁
　4鉱，頻碑降？たお話き何度もききたが1る　　＿垂

　13，自分の身体の部分がた巨ていわかる　　互

　14汀とな砺纏傍詑の上の新睡Σ，24
　　　ってきて」などの指示がわかる ・…”・

　　ダのしトしバドセ
，熟親礁馳暗が．ぎ慕てくる εそ雑 G

　　・ トつちれで声を出す・こ・とが多くなる

　ζ2♪話しごどばの調子，二抑揚をまねることが 7．

　　．赦画争＼

　　3鵬鍵轡灘鱒鰍ね週模

倣

『些
口

㌧　　㌧

、㌔

v　＼二

4ξ有意味音声を模倣する，こ 、i㌧

、・』：・髪憲壽弊尊磐冬』1

　　・人に関するとと、ま』 r』㌧一・

　、漁人の行為に関す為4と騨
　… 物試生物

　　・その他
5・〔御単蓼あ嗣さ6語∫・』

β揮麺鱒御診頭到など
』7，新しし進とぱて成人語ンをすぐまねる

8ド 欝轡榊榊う．（2～
’9

鴨雛韓勘鱗ま参

15

18

r18

21

21

　　蝶郷禦鎚贈聾巴1，登
　　72．遊んでいる時など自然な声を出している
　　　　（口瀦轍甜などぞ霊あ穆
　　3．声をたてて笑ゲ　　　　　／
　　4．自的的に発声する

　　　　要求があるとき ・　 ・三㌧“　・1

　　　　知ろているものをみづけたとき鳥
『≦

　　　　人に何かを知らせようとじて・1い・
　　5．「ママ」「ダダ」など向じ音をリズ1ミ1カノレ

音　　　にくり返す　　　　　　　　※ 1［
1　．｛1

　　6，絵などみながら意味のないζと1を ぐり返
　　　　しおしゃべりして楽レむ※ な、や　p
　　7。人に話しかけるよう．な凋子をめぢぢくぢ
声　　　やことばでしゃべり かける…丹 嵐・監

　　8。手をふりながら自分から「バイバイ」と
　　　いう
　’19．動作に伴うかけ声や擬態表現イ夙ヒ：冷5
表『
　　工0．物や人について自分から幼児語を使い始
　　　．菊る．9初語）・㌦　　　　、丸冠
ド

，犠聯的に2’趨眺る』1改’、1誹

，為轟盆驚嚢轟出

　』12． 》般語（ヴソウrゾ◎丁ババなどを広恥意味で

　　　．徳う〉がみ 惣奄、・ 』、1 ゴ∫ご謙な

　・壌難霧禦？触細吻騨融？
　 14．・拒否する時rイ爺（シ）i・イ厘（ヅ）ゴなど

語
ζヤ’う』・1』……

、・㍉・り、撤魯㌦撒

婚靴轡遡わ熊曝移・撹
　　16．自兜語25語以上一丸』」ト‘こ跡ン㌔1ご藁cl喉藷

　　17．自分ゐことを「～ちゃん」，と名前でよぶ
翠
　　18，：1よぱれる』と「やイ」 、ど返事がでぎる1ンr 、1

　ユ9・・『言吾連鎖がみらむうでミよび淳鷲才沈鐙ド9培証（国

　　一・置型（ ブ？ブ17ξく》ろ～粒、、二

　　噂雛辮霧斗蹴嘘望凝上現

　2L ．語連鎖， 複合型・G語勲』1、．轟さ）

　22， コ写， ア ッ1チづ1 、マ・》蓼苓供名韻壼｛事う鴛

2～3．

～6

　41

　7

～

11

8

11

11　－

12

・＝～

一k　｝

－一15：．

15

15～

15～
ヤ≧、

、工8

；18

15～

＝18

・21

23＝
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’



萩原他：乳幼児の聴覚能力スク リ←』』シグテiスと
ト・に関する研究（∬）

123』身近なものの名を成入語でいえる（おか

　 ・ね。とけいア犬なξ）
以

24，いちいち＝「なあに山ときぐ』
．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
24

25．ひとり1ごとをいってあそぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　24
26歌のr部をう頬．．』　　　　　　　　　　　　　　　　　　

24

27・三． 語『』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　24
28．助詞の使用がふえてくる　 「　　　　二露

　　　一テ・ 一ネ9‘ト・など・（終間投ン　 ・・

　　』一トi・←ノ」rr∵（格）

　　一ガ。・一ハ・■昌． 』（格ン　ー

第6表正常児の聴覚㊨発達』、 ∴

　　（Dekaban＝Neuτo旦ogy　of　Infa纂cyr、より）

出生～1ヵ月・・突然の1大きりぐ音にび； ぐり ずる「

　　　　　　　　、‘ ㌔1 、・・
，〈Mpτσ1反射ン＝

　　　　　　。原射塒悔曝晦反射

2カ月 　　」雑oro、反射

　　　　　　！ 興性眼瞼反射1
3カ月　　　　・心地よい声にほほえむ

　　　　　　 ・大脳皮質の抑制が漸次強くなる準め

　　　　　　　 にMqrσ反射は消失に向う

4ヵ月　　　　・音の方向琴頭を向ける
、

5～6ヵ月　　 9、親1しい声も変っな声を照 きわける、、

7～8ヵ月　　　・ 親レレ1）鐸 を認知塗る』 1
　　　　　　囹耳も≧4）腕時敢騒耳を傾せる

9～10ヵ月 ち2瀕離誓た麟計㊥音幽

11～12ヵ月　　　・音楽に耳を傾ける

　　　　　　・遠方の音の方向がわかる

　　　　　　●耳から50嘩れ蠣時計の音を照殴

第7表　乳児の聴覚発達チ呂ック項目

月　齢

　＝べ』i一二

’2ヵ月児

項 目

0ヵ月児　　　　L突然の音にビクッとする（Mgro反射〉

　　　 2，突然の音に眼瞼がギ晶ッと閉じる（限瞼
　　　　　反射）、
　　　　3．眠っ一圏ζいるときに突然大ぎな音がすると
　　　　　眼晦参嗣．≦．、 く覚醒反射）

　　　　4、突然め音をごピグザとし七手足を坤ばチ11
月児

　　　　5τ眠ってし ・て突然の音に眼をざますか， ま
　　　　　たは泣き出す
　　　　6・齢開いているときに急駄きな酬す
　　　　　ると眼瞼が閉じる
　　　　名泣いているとき，または動いてし、・るとき

　　　　　歪魏けるとピ警止む娃轡難を

　　　　8，近くで声をかけるてまたはガラ方ラを鳴
　　　　　 らす）と ゆづくワ顔を向けること がある

　　　　9、眠っていて，急に鋭い音がすると，・ビ乏
　　　　　 ッと手星を動かしたり，．まばたきずる

　　　11俳 1臨か蕊子どものさわぐ声や，《し
　　　　　ゃみ，時計の音，掃除機などの音に眼を
　　　　　さます・

3畑揖

4痢月児

5カ月児

6iヵ月児

…
…
；

7鵯

月児
1

。／

、／

ノ

イ

且1、1話 しふけると， アーどかウーど声を出し
　　て喜ぶくまたはニコ昌ま する）二　　　1

　12、眠ウて吟て突然音がすると眼瞼をピクッir
　　 どさせたり ヂ指を動かすが，全身がビク／
　　』哩、女な資．こと 腓曝とんどな恥 ド　　　　i

＄．・ラジオの音■テレビの入イッチの音，コi

　　マ直シャルなどに蘇 （離は眼）を向け鑑
　　る；柔がある…

・一L・』 ／
．1 ・弩縷鷲譲麓婆燕襲発慈i
　　 りずまたはいやがっ たりする　 　　蛙

工与・ 日常のいろいろな音（玩其，テレビの音，i

　　 響驕智開拠ダ些関心を示す…

　16∵名を呼ぶとゆっ・ぐりでは・あるが顔を向けi

　　るr
111

き

17・ 暫特燗きなれた膿の声）｝こ振

18・

惣鱗灘鶴野珍い惰／

111聾懸綿響燃1コチ
20

麟脇響れ㌍．贈声な…
21・ 磯鴛躍魏咳てり
22’ 辮避物てやるもじづ
23・陛紺ると鯛的にサッ と振り向く参1，

24・テレビやラ勲暗磁感に励申く’1』

25，となりの部屋のも の音や，外の動物の転
　　き声灼どに振り向く　　　　　　ゆ、レい

26，話β呑吟たり，歌をうたってやる乏筆じ

簾累もとをみつぬときに声鰍て

27．．テレビのコマーシャルや，番組のテ高マ．
　　音楽の変り目にパ1ッと向く　　　潟
28峨叱った声（メッ！　コラッ！など）ドや，

　　近くで鳴る突然の音におどろ・く （裳たは・

　　泣酬す）
2哩禦釜き声を郷と一キ轡ヤ・って1

3噂轡鑛懸聯茎出貌Fや
，・ Lダメッ／コラニッ／．などという都．手」；

　　を引っ込めきり，淳き串1した、りす盗．、

纏爆魏童羨驕磐｝、構，，
331外のいろいろな音（車の音，り雨の音罫飛1

　　行機の音など）に関心を示す（音り方に
　　・はってゆくアまた は見まわす）

34．』「オイデ」， 「バイバイ」 などめ人めごと・ぱ『＝

　　（身振りを入れずにこタ酵だ財で會p巧〉～
　　』に応じて行動する

35・ 購鵬聡て醜導llて…
36．音楽や，歌をう顔ってやるど言・手足．を動

　　かしてよろこぶ

3堕藩携驚簾舛騨，

！

8カ 肩児

kじ・．’1

9ヵ月、児

一103一
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肛0汚丹児＄8．・下ア罰■「マγマふまたはエネンネ」など・

　　　　で、［の人のことばをまねて恥う

　　　ノ39凝気づかれぬようrに・して，
、・

っざど 近ヒづい

　　　　　～複 ざさやぎ声で名前脅呼ぶと振り向く

11カ月児40♪音楽めリ女云にあわせえ身体を動かす

　　　　4・’1晒・瑠塑行藤づと藻のもの
　　　　！”『Fを手渡ず’一ノ．＼嘗㌔ll 工．＝》　　 　　　

　　　』42・、．r嬰回阜 融ζ．そ節観る1
，12タ15カ43』どなりめ部屋ぞもの音沸ずると‘不思談

月児ξがって』 耳を傾けたワあるいは合図してi
　　ず、「趣臥．rk、・『〆． マ

・、
し」㍉一

　　　　・ゼ難睾蒋鍔窒轡贈セ琉熱こi

　　　　45．、潤，∫恩、1口，その他の身体部位脅たずね1

　　　　　　ると，指さす　　　　＝
’

廓爵聴鱗鯉△1∫・』』◇・f酔
　』・』出ぎ三紋津一忽；プヤ・い 1暦年（月・）∴1

　　生12 34と5・61グ＄ 9’101112　　151

　　1　　　　、、
　　．2　　　罫懸…．1　　　㌃　一ぜ〆き

　やF4　　　δ』7rT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　5　　　　　4

警6』ヘー一7㎡；㌘”

　軍z！宅1叫　・ 6ζ　　　一
　食鳳」帖κ』履1、 ’、

　　　　　　　　　［・口4r　旦9
　　ユ0　　　　　，　　　　　』　

』　
、

　ノユ1”2　、ゴ
12

　　　　　　一ズ1㌧・　　　　　　　　　　　　　い．

　　13　　　　　　　　Y　v　r　　　　　　二4
　　i14 r　　　’　　　∫・12』くい
　二、！1工5

　ン叱 、∫．正常乳児Q騨掌ク〉発達彰誕斜線にそうて仕し、㌃

　　　』てある数懲路艦晦例数5〉

　げ
『、1、一，｛二二浅）

、『P、＝呂チ1㌔』1』＞＝1』
・．

　検査内容は家庭において母親が／日常生活における聴埠

卿セ睦弊轡雛残翅拶1も硫灘・
署摩珊鯵’も1勉，レ孫麟時騨ゆ新甥
獅◎3鳩碗力態堕9岨⑤・年一坪勲
勲嘩館あズ熱・，．麟購晦賭し：筋るず
隔濠賜灘魅め囎垂青先ックされたかを

i繋三興蟹撰旅る・』埋槻麺榊には誤常を

郷聴腋赫鹸繊賊癖翻菟酵蝋㈱
驚欝欝難響鮮型一晶マ
i融定基準難 『ご 1蟻礁・と㌧

i⑨舞脚一・・1一マ・・シ．、 ゑ♂．献
，い 生児は音に舛し1で反射運動が中心矯あるσしたがっ

i寧騨戸蝉甑射．〔ま鱒晦販射〕5・ 職反的
覚醒反射，叫声反射，声亭音による行動停止などめ反応

1響もの姓鱒問塑物・適甲脊懲

1②3カ月 　二．
．「．

7．
｝、

i
r轡3力即ろ零で賭紛難煎ま縫極騨
撒どであるが・次郷解剛嘩選殿鞍く律
iる・ した嬢翫噸嘱発嚇られ・ 擁醗達岬
i著になり，周隅1こあるいろんな音源に対しての定位反応
　　1　　　　　　　”
iがみ：られるよ勢モなる。しかし・この年齢は大脳皮質め

関与する新しい反応の発達しはじめる時期で， 反応が不

確実であるため津意を要すお◇ ・』㌔・ 』　　』誉・

　③（6』・ガン凋漏　㌧ μ二 r…1…
　3頻時ゆ取応杯難嫡逸が・1、こ磯期、碑
1ると反応が活発になり，音や人の声の調子の区別が判然

…としは隣呼び爾や音咽騒坪応が選択鱗解

1傾向がみられる・軌騨音象覇定位反応が撚

熔り胚ク！喋、》拠蝿警当塒鞭麺ε
』飢9．内、レ月レきi

1・－二・ン＝』1：、1、ド
。

ごの麟そは・二聴鍛発声のむすび磐カミ強くなり戎

鰍かけやう燃ど酢解狽味や関心荊ぢが外．
聯盤朧力醗達憾・く諌倣も麟舜なり～
1運畷麟達翻麟噸移席応や音灘醗
鍵師恥み鰭嶺、うセ麗・誤即、，
i⑤　1年～1年もカ月　　　　〉　　　　　　　，

　理解語が多くな穿，1これまでの受身な段階から積極的

iな騰へと鍵し魚鰹し煙宝寂視界ゆ哨源ズ
飾塵り・ そ傭灘副酬φ音獣繊磯勧
な反応がみられるようになる。

　　　　　　　　、P、 』1 二　r ．＝二F』義盆

　第8表』1聴性反応質問紙　　　：塾　　　　1層　取

　　　　　　　　　　　　、　一・ 1　　　　　　　　　　 P■「　・』r（1。『新1生児期1＝”1て・、・量一r一施』・ン』d一’ しい周
丁1

．11．．突然大きな音がする と1ビ1グ・シ『どし．ますカ｝。

衆幣’喉騨力漢黙空1し粧
螺罰τ1’鰍鞭璽肇ぎを糠i
蜷騰締する構癬郷た1開1’たi

写黙大ぎ婚がずる聴曝糞酢考し晒します ：

　　，か・、　　　　　　、ダ　｝・
き6・1』矯酵姫柑熊潮鯉ぎし夢か・
　乞泣いている時又は動いている時，1虚声をかけると 1
　　泣き止むか動作をとめますウ）。ン記．叙

漂簿㌘拳、難鰹㌣難
・1・眠らセいて子ども、のさわぐ声φ，、 くし申み，時

　　 計（）音㌧掃除機融すり帝呼胆を融ま’しますか。

　2，話しかけると， アーとかウ｛ とか声を出して喜
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萩原他：乳幼児の聴覚能力スク リ←≠1ソグテズ下に関する研究（皿）

　　 こんだ り・テヲ干マし為り』キ穿力）。・．雇き．砥

．1書1 ラ蹄の熱テ寵の騒ッチ暗r押評
　　ヤルなど音み方塵礁曝を和残ますガ、俄、
　4，戸人でいる時』めどをなら・して戸を餌・レたP・

　　恥出卿』て嘆勉ポ
㌧・’一 ．』：

ひ 5』二猷な音を出し対が・ll』． こ』捺欝
6諸を出舛≒が物 墜、憾すカ》．，、1踏．

　7冨末声を戯レせ笑野ま憐か9取，舞
捺：属・絢

　 81音楽が聞えると じっど聞いていますか。イ・

⑨、眠うていて突然音が する’ど，ズまぶたを』ビクザと

　　させたり指を動かすが，全身蕊ビグ扉となるこ
　　 ？とは，ほとん、どなく、なりまレ為か？i寂7』　．9、

吐O』不意の音庵聞き蜘れ壕い音，ド珍ら1しい音には

　　 マき り顔紬けま勉・ギ藩・宰∫1．、
3・6、ヵ月 七1 ・M・1・』、

∫’∵．．、
．リ．

1海親の餓他の人媚を購分媛畢糟ミ嘩
　　 。拠礪るζツ『．ッと振り向きま1すウ夷、．．

』12，鱗り．の部屋の物音や1淋の動物のなき声などが
　　聞えると，その方向に振p向き、ます力世．；、∫、

　3．突然の大きな音や声にびっぐりして，しがみつ
　　恥為り， 泣き出』したり しますか。、、

＝ ㍉ ．『．rドー

④話し浦嫉歌勘畑てや為ゼ，虜瀕，
》’h・ をみている，・自もとをみている，時には声を出1

　 、、レ不答ネうな．苧り様テ参ろら静1ます耕g、、、

rll榊揚をρ餌髄戯鋤・・一・』
　61親戚の方で若い時耳が遠いといわれた方はおす

　　れましたか。
＝r7．』妊娠中に風疹にかかられ1ましたか。’ 誼
　＄』．お子さんは出産時呼吸困難にな＝うた諄とがあり
　　　ますか。
　　　　　　　　　　　　　　｝匡一1 ペンi 了

4．9　ヵ　月

　1．機嫌よく声を出している時にyまねしてrやると～
ご、呉　．またそれをまねて声を出・し～たりしますか。・

、．・2∫、外のいろいろな音ド例えば車の音ヂ雨の音ガ飛二1

・1、、雰禦窪襲謬賜鷲》暴惣喫・真

し3ヂテレビのコマーシ．ヤルや番組のテ樋マ音楽の変二』

　∫、，

』り．目琴イッ と向い為ンりして養声すか。♪

ll，累醗警馳茎裂容警欝承鱗，テ星

　5．名前を呼ばれた時ヂ反応しますかき諏）． 一ド

6傷みll傍繁誓鱒1ヂいって分か

鋒、蝿き邑こ競勤票饗引？、礎
、｝．8るア：ソア，．鷲嬢瞬鷲癖い鑓勉6肛
、5『 』些年禦ユ年3ウ月』T・・、、． ン認瓦鳩きン？、 》・1，⊃

　1・お艇んが話しかけると・そ勉・賦ま棋て
　　　出そうとしはじめていますかσY
㌔” 1音楽のリズムに合ぜえ身猛を動か・しますが5・

　3♪隣りの部屋で物音がする老1＝不恵議がろて耳を
・f二じ1傾吋奏．窮 呆曝合図・して敦えな鷺ヤ1ますをびし、、

造、．意勅あること雌拠モ瀬鰭寺即範で
，シ1∫5．霧揚高蕩りまず力剃、総㌦

　ヒ略 y〆 戸． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一”

一『ピ・c一
』「 『 気　8　■

　　　　　1ロー　甲 ’ノ　『） ｝岡・ ㌦弓1なc 』ヒ
トキ

五1晦噸菩碩聞叛
、， 1剛、

　（Dl4、そレみ慮き義・』㌧’》1’』』1』
11

1－1 』『「 1亨1・

「環擁的国子が子どもめ発達に重要な影響を友ぱすご16
は多ぐめ研究によ・らて知られでいる♂「”

1ア最近患ほ，二、乳幼児期初期がらφ子どもを療境刺激どめ

交渉・体験のあり方を重視し評乳児の発達を阻止しだウ

あるいは促進したりする環 鞭鱒や蓼が婆，聚れ

てきている。　　　　　　
、． ．

　聴力は正常認あ疹ても廼環境によ∫づては対人関係〔親
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し子鰍含めズ〕加黙》班シぜ1堵磯達は痢

鰹鍬額P1即塑態麟晦力鰯轡、騨
瀕襖擁音商しても飾の乏麟し厭なってげ

…うとい滞伽淑卿辱鯵騨轡
僻す一牽ど磨搬璽織，， ・、、く：㌧

…

そ携』写難お塵鶴卿漂嘩煙蓼・．解

峯1灘讐響鱒轡験 艦騨資

（琴遡昨画蜷曜』』1◇7◇：▽1
　噂Yarrow二L「玉（372〉 等犠il初潮轡ζ響堤ξ〉認知，1

鋤蠣州鱒雛の関聯勢誓乳嘩の璃
舞して・母子関係は願でほあ夢1題ゆ・えて・…

輝嚇轍磯確轍部勲飾翻麺
に鹸嘩舜燭鱗醸灘の問画1黙鷲欺
警L児がどれほど手融れられるかといっ鷹即龍…

室醗瞳購含麟卿噂誉賦琶
賭双唾婦纏妨な叶 確職轟　…
i漁∫錘ム3圷亀（17）』等はダ室外の車なξの騒章』～：，．ぎ聴知1

勲購・，．町パr．照年麟礁礁・る、暫

潭煙と瞳擁砺儲碗，建し呼嘩騰醐

慰懸騨焼lll辮轡1
い・上田（35警姻燐覇學内断鞘糟醐
畔麟勲脚吻方峨，聴鞠鯉
魁とセも緬的ガ法によ姓後4胡時櫛騰1
φ発達指数を比較して1二指数の上昇のみぢれだA群とジ』

i魏妥漁勉働緬ヅr』ヤ㌧「「陛演ξ、

潔！謡論発達嬰雛轡1聯
16カ月・沙ケ』ト魂題彰1 尋』◎罫
濫婿・器；資レ』∵ ☆註1◇1，1酒

　　　 τ・ アソゲー ’ト1・環麟査‘ンニ櫛囎1脚3

19ヵ月 、麟麟砺騨灘惚！fl、．
30ヵ月、単ぐ ◇テ滑 、r甲車ザ恕才ろ懲砂
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匿」

、・β日 本総合愛育研究所紀要・　　 第17集。　
、．

変動の少なかったD群を対象ぐ．レて，、．曼察旅と擁験児の

相互作用，②家庭刺激の評価『 ③縮互拒鳶と繕轟禿達芝

の関係，にっいて比較検討している51第9衷は対象児の

準跡計画表であ恥 家庭刺激嫁第10表に示すよ ケに，

Syτa6uりe University
Ghi唄re騨SCent鍔，考案による

14▽乾棋gτy pf、r耳o卑畦Stimu13tiq艦を参考に得点化 して

評個すう方法をとっている。

第m表』家庭環擁刺激項自”Ω

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　「
』1 』．peV¢lopmenta1 and Vocal

Stimulation、、

　恥 ．．養育者は少なくとも週に3回本を読んだり， そ
　　　拠》つヤ’磯？て桝、麹

三鷺鵬酵壱桝≦鯉衆團鮮碑解．

　 3ド養育者は子どもの発声に言葉で反応する。・』

　　4，訪問中養育者は物り名前盈モども琴話レたり，
　　　 人や物の名前を激凡資ぷう、吃こ言うd

ir5嘩責都縣牽諦齢ラξり』齢略
　　6ド養育者は自由比考えを表現し5二・』会話把遮切捻長㌔

　　　 さの文牽を言う。
　　　　　　　　　　　　　　　　ごキヤ　　し　　 ブコ

　7』猶者臆識的嘆勲猷顔嫡あ・な
噂奪醗纏手き静昨廻稼揮瞬畔めと

　9』父親と沁∫そ4）代理者は毎日16分ほ ど子どもを世｝

　　 話騒．とウ積織難ぶ・　　　，、

ヌ91》響灘劣諜裡馳響 ちゃ類隅噸
：・ 』主王1き養育者は争薯も め遊び時間をいぐら・か構成ず
　　二 しr 麹』

．二
、 、r

耳，獅者専煩鞭嘩びの相手に蝸・
　13、薗接中，一養育著め注意が他にあるとき1．。子ども

　　　におむち亭とか面白い活動を与える。へ
　14，・養育者ば水1・ねんどなどめ遊びを子どもが特に
　　註す番のを許す。

』戴、髄⑩鱒瞬 姻、Atte血ti・nt。 恥eaも

　15，身体的，心理的』一ドの徴候があきらかなと
’㌃　、ぎ， 養育者はすみやかに処理するσ

　16．訪問中，餐育者は2回子どもの性質とか行動を
　　 自然壱；ほゆ、るマ、

磁翻艦麟細厩轟魅1
1『，．

・1匙養携鶴駿醜鑓鞘煮φ亭璽解弊
ド19臥訪問中l　l養育者は子どもをたた恥た蕩しない。

　201訪問中，獲育者は少参ぐすも■回子ぜ勤をだ
　　　ぐわ 　　 　　 　　 　　　　　A　　、　r
　’21，｝ 面接者が子≧もrをほめることに養育者は肯定的

　　情緒反応をホす。

　22・訪問中・養育者は三庫以上子ども．を・しからたり

　　非難したりしない。
　脅3，亭ζもの他の乳児とか同年齢め子ども達との交
　　　りに肯定的感情をあらわす6

皿　Breadth．（㎡ Ex口G＝ience　and Programmed
　　Va「iety。罵 ＄農n叩Inp“t
　24，訪問中，ご養育者は3回以上子どもゐ行為に干渉
　　する，又は動きを制限することがない、

箆．舛ぐ軸廻に鱒貫レ物；つれ衝く9
26ン子どもを含め∫家族は少なくとも町週間おきに

　　レぞ！り』》r艶rヨンに出かけるρ

27』TV莇りド勲窮歌て燈、麺：し：極
28、室は家具，その他で混みずぎ桑膓 1乱雑だ？た

　　りしている尋と曝㌃ヤ㌔

29。遊び環境は安全で障害勿はないよ1うであうど

30・ タ』く1ζも興鯵力靭・1．樋1挙ころにあ

3耳，零族には少なぐとも植木鉢1ケ， あるいは植木
　ゆが1本ある6
3孝 ．室の装飾物嫁暗 ぐなくレある》は町視堂的に単
　　調でない◎，

33。積み重ねることのできおおもち や類がある1

3樗湘し鳩ρいたりするおも栖類がある』』
35、鉛筆1ク歯ヨン！訟どがある。

注〉Syねcu＄動Unlversity、Child∫en’s　C曼nt農r・考

　案のものを一部改変

　こ診らの質問は』ユ養育考参子どもの発達を促すホう

な刺激曙臥好⑳チド廟する儲蘭翻気
と養育者の注意に関する事の， 血子ξもφ感愛的経除み

鱗と量撃む物聯靭3？の内殺嚇轡て・、
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　

、7
．． ＾

　その結果によれぱ， 家庭刺激の言語，的．刺激の一3項目

に，両群の有意差がみられ， ・A群が好ま しい潔愛にあづ

たと報告されている。　　　　　　　　；琴』1

（3）家庭職恥騨紙　　　　．τ
　そこで我々はこ、の家庭環境刺激項目を参考にし， 日常

生活に経馳れ翻瀬輿藤臨』麺熱示すよ
うに蹴は3噸訟りrなヴ，11竣育者力穿轟の発達

を促すような聴力と声の製甦鱒開す皇る領・の1〔ヌ問ん9

問〕・・撚子描の荊ド1調蜂情織購1嫡飾
1⑩〔10問～15剛，血は経験砿さと刺激み種類に関

するもの〔16問～30問〕 よ りな6ている5 二△ 』1．弓

　　　　　’第5章対象 児『
ヒ、

　　　　　　　　　　　　　ヌ　乳幼児の聴覚能カスクリ←三シグテス トを看う比あた：

ρては，正常な聴覚刺激反応の様梱を知づておくどともi

に， 正常でない反応の様相についても如識を深あ亡おか

なければならない‘
バ

』、 ”＼☆ピ1
　そこで， テストを実堆す多対象児と七て，∫ 其常児ρみ

でなく疎騨腰因昂つ姥紡締聴箪遊イ似
ク児をも確認し，その聴覚刺激反応ボ正常児ゐそれとど

のように異るか顔灘究政溜諄趣彦要砺る．、
　胎生期・分娩嗣産期に何らかの要閤溝生じ多之、，．乳児

にさまざまな障害のおごることがみどめられてレYるが∫

近年の諸研究（107，163，245，250，256，292）は，そ
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萩原旭＝乳幼児の聴覚能力スクリ｛笹ソグテ愚トiに関する研究（五）

第11表 家庭環境調査翼問維、、．、く，，＝“t。．
、＝ ； しご，よ乙ヒ

　　　　　　　　　　　パ．、㌣、 1手陣⑳と再撚脚激こ氏　！』
ほ． お母さんは少なぐとも週にβ回ぐ うい本ゑ読んだりそれK』 よ・くす乃　r時々す蚤　 全然しなレ・：・

　　ついてお語レておげま』すかる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

3，繋僻無轡轡欝1ζ嫡答～てあ咲rぎ1 ，塊、碍々する 蝿塵
二35物ゐ名前を言づであげたり、・ 人や物ρ名廓を敦柔るよう殖1〔監二よ ゴ・ ．憐1る ㌧時し々す る 全然しな い一

　　話レてあザたり！ しますかg　、、、．　ヤ

，翻母さんば気繍し力髄切嫁纏で晦しますが硲ま 宝’す庵・晦する全然しない

、翫、磯継舞押1鱒聯ll轡畔づ純サ』発』r時よする蝋捌
窃1毎日10分ほどおモさんは， お母さ序以外俊緯の察族の方と、，・・』一丸 ㍍甑う 』

晦、 々実る・全然し1な判二
　　一緒に遊ぶことがありますか。　　　　　　． 　　 　　　、

，
．．． “、

1」l

購蜘子越聯聯奥鱒？‘り噸 1 よ』 く舜魅する　しない
　8．お母さんはお子さんにかまっていられない時…お子さん蹴、　 叡くア苓・ぢ時々すLる ・全然し淋い』
　　一人で楽じく遊べるようにし∫為ぜでレ5ますか“　　　．．、

、』 〆、、

g趨韓神僻ぐめ鞭鯨静轡がれぱr僚梱至♪縛々』させる全然さ　㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　■、憐・ r’ 緒　　ど∵注 』意1ご

1。・継顧東師轡殖じて塑鮮』［』☆‘応典』蜘じてや鵬隼鱗：
11，お母さんは1日吃こ何回力皆まお子さん㊨性翼や行動をほ擾ま 　、、よ　くする．　詩々す 噂　・全然 し、ない・1

　　すが。
12，お母さん廷よぐ諮子さんを叱う方ですカも　 』　　 』∵・’l　lよ』く、す る　蒔々ずる　全然じ顔セ・
’13．お母さんば境雀のお子ざ！窃こ対 して満足 し《いますか。一一　r悔 ”分 ㌧や 　　や　漕足していない』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澗早墜 y’る 漕足して瞳、

14．お母さんはよくお子さんを抱恥れますか。　　・　　 　　よ　くする　時々する　 全 然、し欺y・〆

・5，お母さんはお手さんが他好樋準ち顔灘する こと耀鍬跡い蓮妻罐憲3苧、駐セ麟　　ましいこ どと思わ繊勉6、 、、　　 と思を
　　　　　　　　　　　　　　　、 ；、1轡の磨と鰍の騨
16』お母さん嚇くお子昂の行動；継し煙レますか・　よくする時々する全然叫，1㌢
1？。少獣く．とも1週に1璋は軍い物にラ牲て行きますか。　　　　よ　　する　時々する　全然しない

隙タくとも1週に騨鰍参遊即こ？れ傑ますよする時々する全然喰
19，TVは何時間位つけていますか。 ．、　　　　　　　　（　）時間（　）分
20．お子さんはステレオを聴く機会がありますか。　　　　　．　よくある，時々ある　全然ない

・⇒真・乱お子さをの自由1こ遊！§う部屋がありますか9　　　　　　　　　2部屋以上干ユ　部　屋　　部犀数1し

⑳ 戸外での遊び笏所は難ですカ㌧ ・　　　斐垂堪遜鎚薙鍵赫諾
23』お宅の住いは車の音など騒音のはげしい環境一 　1　日弔　昼聞だけ　夜中だけ　余りさわが　全然さわが

　　です寿・。，
♪

』；、、「　・　 』レさわ力映さわがしいさわ力監しいしくないしくない

24．見えるところに何皿かの本輝あり、ますか貸　　　　　　　　沢山ある　少しはある　全然ない

25・ 雑で参と嫡孝か小融綱ってい声魁　　　島饗鷹南騨醜．禽っ七い訟
26．部屋の壁，カーテソなどは模様などがつき明かるい感じで　一　非徹‘明かるい　　どちらかという　1暗　　　　い

　　すカ｝・、　　　　　　　　　　　　と羽 樋キ”

27．お子さんが手に触れると動くようなモービルと幽オキアガ 　、沢山ある　少し臨あ届　　全然ない
　　　リコボシなどの・おもちゃが・ありますか。

r28．積み重ねることのできるおもち略類がありますか。　　　　　沢山ある　少しはあ る　全然ない
29．押したりヲ ：引いたりするおもちも類がありますか。　　　　　沢山ある　少しはある　全熱ない

鍬お子鮎の手の とど暢所に購ク四γなどがおいて　謹ヤ、ぞ誌時々置いてある蝦いてない
　　 あり ますか。

1－ 07一



一

』日本総合愛育研究所紀要＾い、ミ』1第17集

の要因のいくつかが， 聴力障害をひきおこすことを報告
，しズいる。　∫

’すでに紀要第14集k述べたように，Do宙捻琶Sii》er・

120）壱ま，縦児欺の5つの盤の
うち，1つかそ繊ど

ヨ

御ヌ》’う酵を騨・ゾ辺嘩際とヤてい鱗 、、

畔つの徽とは・1）家族繊員の中セこ，幼児期謙覚

輝失をむづ’ているものがいる て遺伝的要因〕6 ・2）颪疹1 ン

盤興軽染彬などの子帥彫騨力協資・
i3冴．疾のどり焔職雌璽町．・甑、．只

一

蓋裂〔粘膜下口蓋裂を含む〕などが第る。4）血清ビリ

1ヒビシ齢1・・m♂蜻噺12・㎎を越惣噸5）出生1

辱体騨興以下聯診趨・兆47脚・ぐ鴎
リスク要因として，1）家族に難聴あり，2）母体の風
　

疹罹患〆＄）母体妊娠時家族風疹罹患窒4＞頭部，頸蔀

P簿畢常・5埼生児撒繹臥乾），出生時体恥、、
多，5009以下，7）仮死〔アブガー1分7点未満〕，8）

芦疸やや強，9）38週以前ゐ早産児， 10）1新生児聴力検’

粋騨』勘悌 嶋卿囎、葬、ぢ、9桝縦児、
脚力検査を更施したところ， ハイ 『り

スク児258名の要因

御灘騨攣雛濃窪を：謝』
ir聯騨あり↓の逡繭要因麹合縮く，．r低体、、

軍」と「遺伝」の要因た1ほと’くに注意しな吟れぱならな

いことがわかる6　 『「 C　　』　・ 　＞　ズ’

き

i棄繭磁臨S繭あ分希・嚇lr 』士l

i％

25一』

20

15、

ユσ

ゴ

5

〆

公、

　　へ「　．』t6峯

、■「 　　　　　　　　r・∫．J　r　F～こ

へ

ビ　　ノ　　マ

「、 　　圧』 』　　　　　　　　』

、ン、一』

轟シー喬一

i

　家 風家奇』 脳低、仮．黄 早新．．
　族；疹族型・ 膜 体い死1疸産生・・

錘・謬、、 饗重』 く、』ン、，羅

、y．聴』・こ忌・．パ 二｝、 “～匙；二ll、』検
　．、、‘・ン　“，r冒ン，∫ニン・、．　、㌃　1卜

’

』（→二 ＝，．し、

　　　　　　　　　　　　　　　　’

畢 末熟児と低出生樋兜∴ ｝1㌧
11 …気乙’『一ぶ

　こ D這whぎ等は，ハィリ．スク要因として，出生時体重が

1繍9琉砺多と賢繊1羨・脚鱒難し頑
．・鯵撚∫3映㍗、翻鮎婚麟⑱確欝興
飾れた燃児 〔出生時魎1・300～2・450魯〕158例と←i

’騨出産嘩出生体醜興時噸靖鹸2i癖〕i
』昏郷9喚・難騨厚鷲矛嚇賭雛奪溝鷲、
・魁辺鹸働韻静眺㌃轡恥、、3勲塑以1
，キの響摩は初ジオ獅タ肌あ《勅醗鹸

　い△1う未熟児ξ俸轡隼聾重児委酋群㊧多劉㊧例に聴ガ

ζ揖朱参遜玄、染転β隻為 藁、点㌧2、）倉併葬φな軽未熟泥で

　は・開値10“Bを越え為例を難聴とする場合には，64％

碑卿辮歓2q轡嘩擁多騨嫡た麟
基鐘即騨郷郷楢を塵も、31） 鱈雌牌
児では，・・dB樺を瀦とす瑚斜害ロ吾は9・％薦

　く， 20d5以上を障害とすると，44％の頻度となったこ1

・幽、ρ脚雛は㌃二．騰廻離礁雌噸匙梱r
　多かったこと，を報告している。

い燃励多く 瞭力離務とrめられるご雛・・塵

　にかなりり教り研窄者誓よ？て報告誉熱駄鷺g蓼嗣鯵，i、

録育器取容中り未摯児＠酸累摂取不刷勲う女考え良れ

たが識木の確蘇姻冬．4昇）．璽騰児磯
蝕㌧侮雌体聯の場食醗蝉害曜難保鶴
‘繊容ざれ都る期嘩の麟を再沸例醐轍魂副

賊外卿弊の願としては澗恥も・縣纏
難タ丁摯 岬勉稚達が教饗祉レて腫・．、i
，賜峻蘇魏心』づイ’リゆ贋解麹ξき瞭・i

で瀕麟壁蘇禦弊鱒藩準鷲顛雄
　ればならな“ごとがわかる。　　　　　　 ．くl　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　じ㌦1 』』イ：、…　♪1一 、婦ノヒi7T　，き｝工　i

H翠俸凶寒閤、艮』
△“ “ズ＾1、穣 誌

、りg　i

D・喚翻聴勤魑牌礎要瞬鍍蜘砺
げた遺伝腰因は1噂撫の融こよ 女耀謎搾てi
いるが林倉1（223壌ぞ1二繊』然噺鰹嫌、i
幼児の高度難膣のうち， 4p～閃髪は，遺伝的要因犀よるレ，

もの轡て瞳磨瞳福：壷 鷺影汁
　人間の正常な聴ガの発達に関して賦数百のあぢシ〒は1

・千を趣る遺伝子の硫 そして7一・そ脚璽作恥

惚弊騰・贈三で』一嶺鮪鱗嘩璽うi∫
一榊どれ嬉ヴ曝齢妨で桜難軽栖鵬韻
1とになり「・（20鉱・23嬬ゴ298）謝髄嫉1蜂《嫡超

野想勲る」 ρhu喀α Sく16）賜徽羅と離i
に伝性難聴のうちド劣性潭伝子に35る竜⑫嫉至体の68％l　l

灘遺解によ脳の22％，感染や縮機糠鍍るもの1

一1Ω8一



　　　　　　　　　◆
萩原他＝乳幼児ρ聴堂能力スぞ湖・漂夫γグテ烈械こ関する研究（豆）

・9％の割合となっている。、なおジ r（209，ド223）ゆ；は‘・1幼

児期に間題之な1る遺伝性難聴が多数あること1も報告され

∫いる6 その中のおもなものに次のよ1う な難聴があ1るよ

，4弓遺伝性難聴で蜷に臨床的に鑑別できる占うな特徴

、、『

ド；をも寒、な、い もの斥、l　l∫： 』lr『レ．f．ゴ・．

、 二合 1L常染色体性優性ド　　　』 族ぞ　．〆てペン

（）いg先天性高度難聴1．’ ’1

』』ρ
、、．♪ ！・』・1∵』乙1⊃ 一パ

k・1♂、g進作性感音性難聴 1』．・1 2三 1
．．．

プ引 N二．こ 幼児期に始まり，．高音部が軽度におか；され， ゆ

　　、うKり．進行し，r老年になって低音部もおか、され

ンJ　r』る6』　』、．　 』 1：『∵ 』”』 〉赴
旨 r乱一．

　、 。片側性難聴11、了　、　　 い・ 謎 1。“賃

．げ・、、浸透度はま ちまちで， 中節度なヤ旭し高度の先天

芒 ；
、

．性感音性難聴、、

．∫・i．、F．9中音部難聴

　　　幼児期におこる進行性の感音性難聴

1i、」汐高音部難聴、 　』ゴ　1・；1・・r君『二一
』．．、

潔ll二戦、漫透度はほ醸完全でジ幼児期におこる6、』》、∵

』：〕 1緊1常染色体性劣性、 ジ ．。’ 1’．
，二 、ド ．』i｝l ぎ》》r．

冨，ゑ先天性高度難聴 　　』1・、浬 旨ll二1・《』1，1

・～外』、 幼児の高度難聴の26％は劣性遺伝子によると推

こ1，’二』定され，20～40種の劣性遺伝をする難聴があるの

　　ではないかと考えられている。？，1身』ン、ゴ 叉： 1ほ．、

5ほ．．♀早期におこる感斎性難聴1一㍑ ’、三シ． ぢ㌧r、疑二．

lrll きlf、〕ン幼児期累期におこる高度難聴でr5、～ 6「年廼全聾

　・鰭こなる』∵、 』、『 ，ン ；』 r．．．、臼 ざL．｛二で1’し・三
II

．…鞠『l

　　O先天性中等度難聴♂㌧’：づ1』一、∫ll：』』・
』・ 1くでrいご

　　　進作性のない感音魅難聴

　　C　伴性劣性

　　o先天性感音性難聴

　　O早期におこる感音性難聴

　　。中等度難聴

　　　幼児期におこり，徐汝に進行する

　これらは，一部の例を除いてはすべて前庭機能に変化

はないとされ，遺伝形式が区別をつける主要なポイソト’

になっている0

　2難聴を伴う症候群

　　A　常染色体性優性遺伝

　　　a　伝音性または混合性難聴

　　　o　Treacher　Co1Hns症候群

　　　　半数は孤発例なのでこれらは新しい突然変異

　　　によると考えられている。懸程度に外耳道の閉

　　　鎖，あるいは，中耳および内耳の奇形があり，

　　　伝音性高度難聴の原因となる。

　　　。外耳奇形を伴 う難聴

　　．■1』、刷先天性耳痩孔や耳疹の軽度変形などの比較的

　　　軽微な異常に難聴が伴っている5二高 」

　　　。中耳奇形による難聴1、∵．、懸：1蝦1　）

　　　　耳小骨の奇形，欠損，関節欠掲などがみとめ

　　　られる。　　 　』6龍．』｝・秀悉’、二’』』

、．
プ』、σ骨格系の異常を伴う難聴～ 31、 磯・さ

　．、．
』r寸合指ド＜Pyle 病，，爪の白斑と指関節部皮膚の

　　　肥厚などの異常がみられる。 二ll鹿凶7

・叡r噺．・・｝b、一』感帝性難聴レ＼・ ．ン1’．1、・ 』二霜』軍二

　’ M・q
A里pO『t、症≡候群，』二1㌔11 ㌔k、二．　、ご営1』・しこ・．

　　　 』1幼児期早期から腎炎がお；りジ、男性の55％，

　　　女性の39％に4・QOOHz歪で201dB以上の難聴があ

　　』のらわれる。、女性で越あ、ま り重症にならないとさ

　　　ンれている5津漬1猶’1 昌1一旨’』 i’弓　 匂ンゴ障曽

　　　。Waa「de伽「g症騨
　　　　聴難色難症候藻鵬福もリト！冒／t

　　　 1日本人では工4％程度に難聴があちわれ1』∵高度

へ、・ 、難聴を示すものとiil中等度難聴を示す＝むの1とが

．、　　 ㌔ある6 1∵『獄3 iン㌔二：逐．写 』一』

㌧』 咤rヒ；：イ 1』1）・蔓

、り1、挿Leopa坦症候群lll二鷺氏：窒1：r』コ　， 1，『　．給．ン1’鮎

　．r、　、 30％程度に聴力障害がみ られるゼ1。1 、㍉、二も二

　、B 常染色体性劣性遺伝1池ご；1 ・．町1こ・｛、，二1二じ図∵1、、二

　　　a　感音性難聴℃計ン．討｝』二・』、1乏rさ∫・1 蓉

，嫉’：9Usheズ症候群．き、r1で＝了ゴニニ1㌧』三？1 1』：庶瓢

レ「r凶 、1網膜色素性を伴う占．難聴は先天性で視力は婆

♂1・　　1 ㌍5歳に失われる誤聴力低下の程度はiさ1ま ざ1ま

　　　であるら ∴ ’＝rr ∫（！ 1くこ　「1．冠＿∫！ rヤ　　r窟』11
　　　。アトビー性皮膚炎を伴う難聴

　　　　幼児期初期におごり，特に高音部に著明な15

　　　－50dBの聴力低下がおこる。

　　　O爪の萎縮を伴う先天性高度難聴

　　　　前庭機能に異常がある。

　　　O網膜変｛生，精神薄…鍔などを伴う難聴

　　　　幼児期から筋ジストロフィーにみられるよう

　　　な筋力低下が，顔面，西肢躯幹にあらわれる。

　　　中等度または高度難聴がおこる。

　　　・視神経萎縮・糖尿病を伴う難聴

　　　　10歳までに視力と聴力がおかされ，徐々に進

　　　行，軽度の糖尿病が10歳，時には20歳代にあら

　　　われる。

　　b　伝音性難聴
　　　o口腔，　顔面，　指症候群皿型〔Mohr症候群〕

　　　　以上に示した部位にさまざまな異常がおく

　　　る。

　　　o耳，口蓋，指症候群

＼
、＼
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・』 旧本総合愛育研究所紀要
』〔 』第主7集☆

　』いrr知能はやや低下し，》中等度の伝音性難聴がみ

　　　られる・3石．一・ レr1』。τ4、1

　　c　伴性劣性遺伝　虞　冗，∫1気、

　　　 」感音性難聴』r、

　　　他に症状を伴わない難聴　　．』丸誌’

　　　　多数の例が報告され1－3歳くち恥から始ま

　 △∵瀞、』進行性のもの，遅ぐおこるものもある。

　　　。Norr五e病こポF』バ

　　　　出生時は正常であるが，1数週後がら眼症状が

　　　あらわれ，聴力障害は，・．全体の謄ぐらいに幼児
∴『 乙．ン・期から青年期にあちわれるみ 全聾がら軽度の難

　　
一』』1

聴までざま ざま1である。．二点ぐ焉・ P
　このように，1多彩な遺伝性難聴がある4）で，、家族歴1こ

ついては，よく確かめておかなけれぱならなヤ㌔

mハイリ勉即轍』掘乙 ，』1ゴ．レ♪「．

，
．

』聴覚も正常で順調に発達をとげてい。く、乳幼児は，言語

学習や学校での学習に支障をきたすこ1≧はないが，ハイ

リスク児には，その成長過程で，脳性まひβ心臓血管機

能不全，盲，聾，精神発達遅滞などの障害があらわれる

ことが報告されている。．最近の文献にはドこのような障

害の他に，かなり重大な行動障害や学習能力障害もあら

われることが報告されるようになぢている乙』

　Ehrlich　C』H，＆Shapiro，E． （24）1 1は“新生児期に，

1）1出生児体重が2，500g以下1 ：2 ）1在胎週数が38週以

下， 満期低出生体重，
3）RHまたはABOの血液型不

適合，4）呼吸困難，5）100mJ血溶中ビ旦ルビソ値

　　　　　　　　　　　ご

お㎎以上ドyのうち1つかそれ以上のハイリスク既往歴

を’もつ81名の5歳児にういズ1言語機能， ・話しととrぱ1・

聴覚）：知的発達検査および身体検査を行い，これらの幼

児1た・ちが声学習能力障害痔知覚障害を示ししていないか，

どの条件がこのような障害をひきお弛す危険要因となっ

てし）るか，どの機能がもっとも影留されやすいか，一』につ

いて検査を行った。その結果，Dこれらの幼児のI　Q

は87～翼5〔平均11零で・知能は正常であるにもかかわ

らず，め4％の幼児は1 特別な援助を受けることが必要で

あづたら2）呼吸困難， 異常な出生時体重』在胎週数の

間題がもっとも多くの機能障害をひきおこして・いた。

3）聴覚一視覚上の図一地の弁別，記憶，ブ 直憂クデザ

諸ゴシに重大な問題のあるごとが気づかれた』 4）　ことば

の発見，構音，文の記憶，類似，迷路音の結合，幾何

学的デザィン，注意時問に困難のあるごとがみ・とめられ

た。　　　　 　　－ 』 1 1乙』∵ コ』1 1憧

　こ㊨結果から，Ehrlic血等は，呼吸飼難漆未熟の要因

を示したハイrリズク児には； 医蔀1・・親〆就学前教育にあ

たる先生たちは，児の聴覚や言語機能に もらむ注意を集

中すること，聴覚や視覚上の図一地弁鋼専記憶の面，言

語や知覚機能にづ“迄検査を行16 宅養護rじそ茄かなけれ

ばならなΨ・こと1ヒ検査ほシ ：・遅歳め時点でも実施き きるこ

とを提案している。。こ；へ1ン蔭乙、一る・苧』”1∴∵』』・1ン

　こうした後の行動障害や学習能力障害に対麺rじなけれ

ばならない間題も含め1＝：でみイリ孫ン児にほさまざまな間r

題が存在することを念頭に入れて，聴覚能カヌ勿リ［ニ

ソグテストを実施していかなければなちな硲訴弐∵

　　　　　　　　　　　　　　’
＝π・、、” 、二

；
［、

■　Y　
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㌧
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